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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第167期

第２四半期連結
累計期間

第168期
第２四半期連結
累計期間

第167期
第２四半期連結
会計期間

第168期
第２四半期連結
会計期間

第167期

会計期間

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成21年
７月１日

至　平成21年
９月30日

自　平成22年
７月１日

至　平成22年
９月30日

自　平成21年
４月１日

至　平成22年
３月31日

売上高 （千円） 5,844,9897,347,6193,221,0223,638,05513,101,577

経常利益 （千円） 11,215 282,301 45,989 174,912 451,370

四半期(当期）純利益 （千円） 64,893 167,701 20,576 115,011 388,532

純資産額 （千円） － － 8,088,7778,461,9578,428,735

総資産額 （千円） － － 13,977,91414,366,37614,423,947

１株当たり純資産額 （円） － － 707.38 741.79 738.14

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 5.69 14.71 1.80 10.09 34.07

潜在株式調整後

１株当たり四半期

（当期）純利益金額

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 57.7 58.8 58.3

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 773,659 707,940 － － 1,800,552

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △226,488 12,154 － － △319,146

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 1,110,711△412,284 － － 605,761

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） － － 2,707,9333,385,9253,140,022

従業員数 （名） － － 469 468 462

（注）１　売上高には消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数（名） 468（108）

（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員（パートタイマー及び受入出向社員）の当第２四半期連結会計期間の

平均雇用人員であります。

　

(2）提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数（名） 312（83）

（注）１　従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。）であ

ります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員（パートタイマー及び受入出向社員）の当第２四半期会計期間の平均

雇用人員であります。

　

EDINET提出書類

尾張精機株式会社(E01290)

四半期報告書

 3/27



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。　

セグメントの名称　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
  至　平成22年９月30日)　

前年同四半期比（％）

日本(千円) 3,400,723 －　

アメリカ(千円) 64,284 －　

インド(千円) 38,596 －　

タイ(千円) 200,745 －　

合計(千円) 3,704,348 －　

（注）１　金額は、受注価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2）受注実績

　当第２四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。　

セグメントの名称 受注高（千円）
前年同四半期比
（％）

受注残高（千円）
前年同四半期比
（％）

日本 3,472,398 － 1,927,699 －

アメリカ 129,888 － 35,243 －

インド 38,596 － 19,115 －

タイ 236,045 － 97,033 －

合計 3,876,927 － 2,079,090 －

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
  至　平成22年９月30日)　

前年同四半期比（％）

日本(千円) 3,232,888 －　

アメリカ(千円) 128,464 －　

インド(千円) 38,794 －

タイ(千円) 237,908 －　

合計(千円) 3,638,055 －　

（注）１　セグメント間の取引については相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

アイシン・エーアイ株式会社 754,294 23.4 718,955 19.8

マツダ株式会社 565,042 17.5 559,751 15.4

トヨタ自動車株式会社 525,273 16.3 539,800 14.8

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、エコカー補助金終了前の駆け込み購入や猛暑の影響によるエアコン

の販売増加などがあり、景気の回復基調にあるものの、輸出のペースが鈍化し、緩やかなデフレ傾向、円高、雇用情勢

が改善せず、相変わらず厳しい状況が続いております。

このような経済情勢のなかで、当社グループの主要なお客様であります自動車業界の新車の国内販売台数は、エ

コカー補助金と減税による政府経済政策の後押しもあり、前年同四半期に比べ小型車、軽自動車ともに増加しまし

た。

こうした状況のもと当社グループは、販売の強化をはかり、競争力の高い高品質の製品づくりに努めました結果、

売上高は、3,638百万円と前年同四半期に比べ417百万円(12.9％)増加しました。

この売上高の増加に対し、ロスコスト低減、物流改善などを行い、営業利益は211百万円と前年同四半期に比べ143

百万円(214.5％)の増加、経常利益も174百万円と前年同四半期に比べ128百万円(280.3％)増加しました。

また、四半期純利益も115百万円と前年同四半期に比べ94百万円(458.9％)増加しました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本

売上高は3,232百万円、営業利益は151百万円、経常利益は127百万円となりました。

②アメリカ

売上高は128百万円、営業利益は2百万円、経常利益は1百万円となりました。

③インド

売上高は38百万円、営業利益は7百万円、経常利益は7百万円となりました。

　④タイ

売上高は237百万円、営業利益は41百万円、経常利益は41百万円となりました。

　

(2）財政状態

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、第１四半期連結会計期間末と比較して226百万円減少し、14,366

百万円となりました。その主な原因は、売上債権が94百万円、有形固定資産が131百万円減少したことによります。

負債は、第１四半期連結会計期間末と比較して302百万円減少し、5,904百万円となりました。その主な原因は、仕

入債務が71百万円、賞与引当金が105百万円、借入金が183百万円減少したことによります。

純資産については、第１四半期連結会計期間末と比較して75百万円増加し8,461百万円となりました。

　　

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間

末に比べ19百万円増加し、3,385百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における営業活動により得られた資金は前年同四半期と比べ47百万円減少し、324百

万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益149百万円、減価償却費159百万円、為替差損66百万円お

よび資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額19百万円と賞与引当金の減少105百万円によるものであります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における投資活動により使用した資金は前年同四半期と比べ93百万円減少し、45百

万円となりました。これは主に生産設備更新による有形固定資産取得による支出51百万円によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における財務活動により使用した資金は前年同四半期と比べ52百万円減少し、197百

万円となりました。これは主に長期借入金返済による支出181百万円によるものであります。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　

(5）研究開発活動
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　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、558千円であります。 

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

 当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につ

いて重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　

EDINET提出書類

尾張精機株式会社(E01290)

四半期報告書

 7/27



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,052,000

計 28,052,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,659,500 11,659,500
名古屋証券取引所

市場第二部
単元株式数　1,000株

計 11,659,500 11,659,500－ －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年９月30日 － 11,659 － 1,093,978 － 757,360
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（６）【大株主の状況】

　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＭＭＣスーパーアロイ株式会社 埼玉県桶川市上日出谷１２３０番地 1,436 12.32

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地 1,164 9.99

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 549 4.71

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社

（中央三井アセット信託銀行再信託分

・ＣＭＴＢエクイティインベストメン

ツ株式会社信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 526 4.51

アイシン・エーアイ株式会社 愛知県西尾市小島町城山１番地 495 4.25

東栄株式会社 愛知県名古屋市中区錦二丁目20番８号 454 3.90

三菱ＵＦＪリース株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目５番１号 346 2.97

あいおい損害保険株式会社 東京都渋谷区恵比寿一丁目28番１号 315 2.70

株式会社中京銀行 愛知県名古屋市中区栄三丁目33番13号 295 2.54

イトウ金属株式会社 愛知県日進市岩藤町七ツ塚23番地 275 2.36

計 － 5,859 50.25

（注）１　ＭＭＣスーパーアロイ株式会社の所有株式は、三菱マテリアル株式会社が所有していた当社株式を会社分割

により継承したものであります。　

２　あいおい損害保険株式会社は、平成22年10月１日をもってニッセイ同和損害保険株式会社と合併し、あいおい

ニッセイ同和損害保険株式会社となりました。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

　

普通株式       261,000

－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　11,179,000 11,179 －

単元未満株式 普通株式　　 　219,500 － １単元（1,000株）未満株式

発行済株式総数 11,659,500 － －

総株主の議決権 － 11,179 －

（注） 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式999株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

尾張精機株式会社

名古屋市東区矢田三丁目

16番85号
261,000 － 261,000 2.24

計 － 261,000 － 261,000 2.24

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 214 227 180 174 165 157

最低（円） 180 190 168 165 151 149

（注）　最高・最低株価は、名古屋証券取引所（市場第二部）によるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人コス

モスにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,264,851 4,023,584

受取手形及び売掛金 2,789,686 2,754,527

商品及び製品 670,738 644,639

仕掛品 438,025 438,365

原材料及び貯蔵品 776,440 757,157

繰延税金資産 199,277 207,629

その他 110,849 128,859

貸倒引当金 △128 △141

流動資産合計 9,249,742 8,954,621

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,243,556 1,282,680

機械装置及び運搬具（純額） 1,635,663 1,803,963

土地 729,359 729,840

リース資産（純額） 70,121 84,273

その他（純額） 55,040 53,538

有形固定資産合計 ※1
 3,733,741

※1
 3,954,295

無形固定資産 3,526 3,530

投資その他の資産

投資有価証券 569,096 752,107

繰延税金資産 20,081 10,761

前払年金費用 626,927 595,509

その他 172,811 161,971

貸倒引当金 △9,550 △8,850

投資その他の資産合計 1,379,367 1,511,500

固定資産合計 5,116,634 5,469,326

資産合計 14,366,376 14,423,947
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,602,863 2,558,690

1年内返済予定の長期借入金 669,680 729,940

リース債務 25,219 25,705

未払費用 389,322 382,238

未払法人税等 109,142 75,918

未払消費税等 30,438 49,593

賞与引当金 236,200 236,353

役員賞与引当金 9,700 1,100

製品保証引当金 10,300 11,400

設備関係支払手形 － 1,291

その他 199,706 57,594

流動負債合計 4,282,573 4,129,826

固定負債

長期借入金 1,178,520 1,482,940

リース債務 52,292 67,694

繰延税金負債 190,086 225,057

退職給付引当金 28,937 21,350

役員退職慰労引当金 60,165 68,343

資産除去債務 111,844 －

固定負債合計 1,621,846 1,865,385

負債合計 5,904,419 5,995,211

純資産の部

株主資本

資本金 1,093,978 1,093,978

資本剰余金 757,360 757,360

利益剰余金 6,818,029 6,684,530

自己株式 △82,822 △82,246

株主資本合計 8,586,546 8,453,623

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 121,999 210,611

為替換算調整勘定 △254,007 △248,870

評価・換算差額等合計 △132,007 △38,258

少数株主持分 7,418 13,371

純資産合計 8,461,957 8,428,735

負債純資産合計 14,366,376 14,423,947
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 5,844,989 7,347,619

売上原価 5,304,698 6,374,853

売上総利益 540,290 972,765

販売費及び一般管理費

販売費 ※
 290,697

※
 328,775

一般管理費 ※
 243,147

※
 280,631

販売費及び一般管理費合計 533,844 609,406

営業利益 6,446 363,359

営業外収益

受取利息 8,862 9,673

受取配当金 7,790 10,625

雇用調整助成金収入 36,500 999

その他 15,787 13,744

営業外収益合計 68,941 35,042

営業外費用

支払利息 12,688 21,349

シンジケートローン手数料 13,000 －

為替差損 37,806 93,851

その他 676 900

営業外費用合計 64,171 116,100

経常利益 11,215 282,301

特別利益

前期損益修正益 13,856 300

賞与引当金戻入額 85,768 23,498

固定資産売却益 － 1,215

会員権売却益 314 38

投資有価証券売却益 － 70,863

その他 － 3,360

特別利益合計 99,939 99,276

特別損失

前期損益修正損 18,874 447

過年度退職給付費用 － 9,405

固定資産売却損 2,021 154

固定資産除却損 463 1,000

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 106,456

貸倒引当金繰入額 300 700

特別損失合計 21,659 118,165

税金等調整前四半期純利益 89,496 263,412

法人税、住民税及び事業税 15,130 76,396

過年度法人税等戻入額 △10,193 －

法人税等調整額 23,832 24,886

法人税等合計 28,769 101,282

少数株主損益調整前四半期純利益 － 162,130

少数株主損失（△） △4,166 △5,571

四半期純利益 64,893 167,701
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 3,221,022 3,638,055

売上原価 2,885,201 3,132,354

売上総利益 335,821 505,701

販売費及び一般管理費

販売費 ※
 153,572

※
 164,814

一般管理費 ※
 115,103

※
 129,743

販売費及び一般管理費合計 268,675 294,557

営業利益 67,146 211,143

営業外収益

受取利息 594 2,866

受取配当金 3,316 3,294

雇用調整助成金収入 21,412 999

その他 13,448 10,579

営業外収益合計 38,771 17,740

営業外費用

支払利息 8,384 9,952

為替差損 51,504 44,019

その他 38 －

営業外費用合計 59,927 53,971

経常利益 45,989 174,912

特別利益

前期損益修正益 － 300

賞与引当金戻入額 485 3,765

固定資産売却益 － 1,215

会員権売却益 116 38

その他 － 279

特別利益合計 601 5,598

特別損失

前期損益修正損 11,393 －

過年度退職給付費用 － 9,405

固定資産売却損 － 141

固定資産除却損 264 857

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 19,531

貸倒引当金繰入額 300 724

特別損失合計 11,958 30,660

税金等調整前四半期純利益 34,633 149,850

法人税、住民税及び事業税 11,883 477

過年度法人税等戻入額 △400 －

法人税等調整額 4,274 34,260

法人税等合計 15,757 34,737

少数株主損益調整前四半期純利益 － 115,113

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,700 101

四半期純利益 20,576 115,011
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 89,496 263,412

減価償却費 392,868 325,084

貸倒引当金の増減額（△は減少） 303 687

賞与引当金の増減額（△は減少） △52,000 △153

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 8,800 8,600

退職給付引当金の増減額（△は減少） △12,751 7,587

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,503 △8,177

製品保証引当金の増減額（△は減少） 4,800 △1,100

受取利息及び受取配当金 △16,652 △20,299

支払利息 12,688 21,349

為替差損益（△は益） △50,843 60,916

有形固定資産売却益 － △1,215

有形固定資産除売却損 2,485 1,154

投資有価証券売却損益（△は益） － △70,863

会員権売却損益（△は益） △314 △38

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 106,456

前期損益修正損益（△は益） － 147

売上債権の増減額（△は増加） △672,876 △39,182

たな卸資産の増減額（△は増加） 134,306 △52,376

仕入債務の増減額（△は減少） 547,608 45,443

未払消費税等の増減額（△は減少） 11,995 △19,373

前払年金費用の増減額（△は増加） △58,771 △31,417

その他の資産の増減額（△は増加） 353,103 38,683

その他の負債の増減額（△は減少） 72,638 121,280

小計 773,387 756,606

利息及び配当金の受取額 16,652 20,669

利息の支払額 △15,927 △21,607

法人税等の支払額 △453 △47,728

営業活動によるキャッシュ・フロー 773,659 707,940
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △696,900 △716,391

定期預金の払戻による収入 673,633 721,026

有形固定資産の取得による支出 △206,819 △81,970

有形固定資産の売却による収入 100 1,322

無形固定資産の取得による支出 － △103

投資有価証券の売却による収入 － 104,313

貸付けによる支出 △1,300 △11,100

貸付金の回収による収入 4,780 3,723

その他の支出 △4,801 △10,280

その他の収入 4,817 1,613

投資活動によるキャッシュ・フロー △226,488 12,154

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 106,026 －

短期借入金の返済による支出 △121,920 －

長期借入れによる収入 1,500,000 －

長期借入金の返済による支出 △374,161 △364,160

自己株式の取得による支出 △721 △575

少数株主からの払込みによる収入 26,600 －

リース債務の返済による支出 △7,588 △13,531

配当金の支払額 △17,522 △34,017

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,110,711 △412,284

現金及び現金同等物に係る換算差額 14,768 △61,907

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,672,651 245,902

現金及び現金同等物の期首残高 1,032,391 3,140,022

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 2,891 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,707,933

※
 3,385,925
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関す

る事項の変更

　資産除去債務に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号　

平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ739千円減少し、税金等調整前四半期純利益は、

107,196千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動

額は91,565千円であります。

　

　　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

法人税等の算定方法

　提出会社におきましては、法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに

限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度において使用した将来の業績予想を利用する方法によっ

ております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

税金費用の計算

　連結子会社につきましては、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積り実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

項目
当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償

      却累計額
16,910,909千円 16,689,510千円

２　債務保証 　 　

借入債務 　 　

合克薩斯精工（嘉
興）有限公司

52,013千円 70,366千円
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（四半期連結損益計算書関係）

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

(1）販売費

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

(1）販売費

賞与引当金繰入額 30,080千円

退職給付費用 7,629千円

製品保証引当金繰入額 4,800千円

賞与引当金繰入額 31,790千円

退職給付費用 8,329千円

　 　

(2）一般管理費 (2）一般管理費

賞与引当金繰入額 12,700千円

役員賞与引当金繰入額 8,800千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,647千円

退職給付費用 3,928千円

賞与引当金繰入額 15,364千円

役員賞与引当金繰入額 9,700千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,659千円

退職給付費用 3,425千円

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

(1）販売費

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

(1）販売費

賞与引当金繰入額 16,580千円

退職給付費用 3,831千円

製品保証引当金繰入額 1,700千円

賞与引当金繰入額 15,890千円

退職給付費用 4,702千円

　 　

(2）一般管理費 (2）一般管理費

賞与引当金繰入額 6,475千円

役員賞与引当金繰入額 4,400千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,372千円

退職給付費用 2,046千円

賞与引当金繰入額 6,322千円

役員賞与引当金繰入額 5,300千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,687千円

退職給付費用 1,941千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

　
期末残高
（千円）

左記のうち現金及び
現金同等物（千円）

現金及び預金残高 3,537,196 2,707,933

短期借入金勘定 △122,946 －

現金及び現金同等物の期

末残高
　 2,707,933

　
期末残高
（千円）

左記のうち現金及び
現金同等物（千円）

現金及び預金残高 4,264,851 3,385,925

現金及び現金同等物の期

末残高
　 3,385,925

（注）　現金及び預金残高の期末残高と現金及び現金

同等物の差額は、預入期間が３か月を超える

定期預金によるものであります。

（注）　現金及び預金残高の期末残高と現金及び現金

同等物の差額は、預入期間が３か月を超える

定期預金によるものであります。
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末

普通株式（株） 11,659,500

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末

普通株式（株） 261,999

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月28日

取締役会
普通株式 34,202 3.0平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発

生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月12日

取締役会
普通株式 34,192 3.0平成22年９月30日平成22年12月１日利益剰余金

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　自動車等の輸送機器部品に係る売上高、営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額

の合計に占める割合がいずれも90％を超えているため記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　全セグメントの売上高の合計に占める「日本」の割合が90％を超えているため、記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の

決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、主に自動車部品等を生産・販売しており、日本には親会社である尾張精機株式会社(当

社)を始め、国内子会社には株式会社守山製作所、株式会社江南螺子製作所、株式会社旭鉄工所、海外子会社に

はアメリカにOSR,INC.、インドにOWARI PRECISION PRODUCTS(INDIA)PVT.LTD.、タイにOYT CO.，LTD.があり、

計７社で構成しております。

現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品について各国の包括的な戦略を立案し、事業

活動を展開しております。

したがって当社グループは、生産・販売を基礎とした国別セグメントから構成されており、「日本」、「ア

メリカ」、「インド」及び「タイ」の４つを報告セグメントとしております。

「日本」では、精密鍛造品、ねじ類、航空機部品を生産、「アメリカ」は、ねじ類を生産、「インド」及び

「タイ」は、精密鍛造品を生産しております。

　　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計
調整額
（注）

四半期連結

損益計算書

計上額日本 アメリカ インド タイ 計

売上高         

外部顧客への

売上高
6,453,523276,12882,188535,7787,347,6197,347,619－ 7,347,619

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

865,189 － － － 865,189865,189△865,189－

計 7,318,712276,12882,188535,7788,212,8088,212,808
△865,189　

　　　
7,347,619

セグメント利益 185,2583,04015,99386,610290,902290,902△8,601282,301

（注）１.セグメント利益の調整額△8,601千円には、セグメント間取引消去△8,601千円が含まれております。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。　

　

　　　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計
調整額
（注）

四半期連結

損益計算書

計上額日本 アメリカ インド タイ 計

売上高         

外部顧客への

売上高
3,232,888128,46438,794237,9083,638,0553,638,055－ 3,638,055

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

437,753 － － － 437,753437,753△437,753－

計 3,670,641128,46438,794237,9084,075,8084,075,808
△437,753　

　　　
3,638,055

セグメント利益 127,2841,1167,60241,867177,871177,871△2,958174,912

（注）１.セグメント利益の調整額△2,958千円には、セグメント間取引消去△2,958千円が含まれております。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当ありません。
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（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。

　　

（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

　 741.79円 　 738.14円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益 5.69円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円

１株当たり四半期純利益 14.71円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 64,893 167,701

普通株式に係る四半期純利益（千円） 64,893 167,701

普通株式に帰属しない金額（千円） － －

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,404 11,399

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益 1.80円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円

１株当たり四半期純利益 10.09円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 20,576 115,011

普通株式に係る四半期純利益（千円） 20,576 115,011

普通株式に帰属しない金額（千円） － －

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,403 11,398

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　第168期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）中間配当については、平成22年11月12日開催の取締役会に

おいて、平成22年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議いたしました。

①　配当金の総額 34,192,503円 　

②　１株当たりの金額 3円00銭 　

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成22年12月１日 　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
平成21年11月９日

尾張精機株式会社

取締役会　御中
　

監査法人　コ ス モ ス
 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 新開　智之　　　　㊞

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 富田　昌樹　　　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている尾

張精機株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日か

ら平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、尾張精機株式会社及び連結子会社の

平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間

の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以上　

　
※１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
平成22年11月９日

尾張精機株式会社

取締役会　御中
　

監査法人　コ ス モ ス
 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 富田　昌樹　　　　㊞

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 新開　智之　　　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている尾

張精機株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日か

ら平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損

益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に

対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一

般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手

続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、尾張精機株式会社及び連結子会社の

平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間

の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社

は、第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」を適用している。　

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以上　

　
※１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書

提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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